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永らく会長の席を汚して居り、色々ご迷惑をか
けて居りました。「骨を埋める豈墳墓の地のみな
らん哉、人間至る所に青山あり」とは申しますが、
昨年 81 歳を過ぎ凡俗の身にとって故郷忘じ難く
聊か唐突に見えたかもしれませんが、昨年 12 月
父祖の地に茅屋の完工に伴い急遽帰郷いたしま
した。13 歳の折東京陸軍幼年学校の入校に伴い
上京して以来 60 数年無縁に過ごした故郷でした
が、数か月温かく迎え入れてくれた友情に感激し
て居ります。当地は維新の揺籃の、又天孫降臨の
地としての史跡にも恵まれ、近年霧島神宮はパワ
ースポットとして人気の出て居る所ですので、名
産の黒豚その他を肴に黒麹仕立ての焼酎の杯を
傾け、世の混迷を脱する方策を語るには、最適の
地と思います。お暇を作りご来駕賜ります様首を
長くしてお待ち申し上げます。雑念を払い年来の
懸案である「大東亜戦争は亜細亜民族の独立を目
的とした正義のいくさであった、断じて侵略戦争
ではない」の上梓を目指し努力を開始する積りで
あり、又当然技術開発も社会に存在する危険防止
技術に的を絞って継続いたしますので、益々の御
指導御鞭撻をお願い致します。これらを含めて東
京では感じる事の出来なかった「里からの発想」
をＨＰにて逐次発信致したく存じますので、御期
待下さい。遠く桜島の噴煙を望むと天下国家に思
いを焦がすと書いた司馬遼太郎の言葉に肖って
過ごす事が出来れば、幸甚と思い、技術士稲門会
の発展を薩南の地で祈って居ります。永い間の稲
門会役員はじめ会員各位のご厚情に感謝して擱
筆致します。 

【本田前会長連絡先】 
〒899-4332 鹿児島県霧島町国分中央 4-21-7 
TEL：090-8454-2954 
E-mail：n_honda@nifty.com 

この度技術士稲門会会長に就任しました原田
敬美(けいみ)です。昨年総会で皆様のご推挙をい
ただきました。微力ですが、技術士稲門会発展の
ため、全力で会長職を務める覚悟です。本田尚士
前会長のご指導で技術士稲門会が発足し、今日ま
で発展しました。今や 500人近い会員数で、早稲

田大学の中でも有力団体です。本田前会長のご尽
力と成果に敬意と感謝を表します。 

多くの会員が早稲田大学で育てていただきま
したが、私自身も指導教授穂積信夫氏に設計課題、
卒論、修士論文、3 度の海外留学で指導者として
ご指導を賜りました。また、設計事務所を始めて
からは、早稲田の誇る建築家菊竹清訓氏にご指導
を賜り、特に、博士論文を書くきっかけをいただ
きました。両先生とも人生の師でもあります。私
を育てて下さった早稲田大学にいつも感謝して
おります。 

さて、今後の技術士稲門会についての抱負です。
まず、従来通り、会員の気軽な交流の機会の提供
に努めたいと思います。次に、早稲田大学との連
携強化です。具体には、大学の様々な行事への参
画、また、若い世代に対し技術士取得の啓発活動
と指導です。次に、大学間等の技術士連携に努め
たいと思います。具体には各団体が開催する研究
会との相互乗り入れの推進です。 
技術士稲門会の発展のために、役員、会員の皆

様のご協力と参画をお願い申し上げます。 
1972年建築卒1974年修士修了、技術士(建設)、

博士(工学)、一級建築士、技術監査人 

東京メトロ副都心線が直結する早稲田大学理
工学術院にて、技術士稲門会 21 年度総会を 10
月 24日(土)に開催しました。今回は、長年、会
長を務めてこられた本田尚士氏が故郷の鹿児島
に帰るのを機に会長を辞任し、新しい技術士稲門
会の会長には原田敬美氏が選任されました。また
副会長には森田裕之、岡孝夫の両氏が選任され、
幹事長は田吹隆明氏に決まりました。 

講演会では、(株)東芝広報部の波多野吾紅さん
から「仕事が楽しくなる秘訣」という演題で LED
の開発・広報に関するお話を頂きました。 

波多野さんは自ら LEDの研究開発を行い、その
開発品である LED照明の広報に携わっており、講
演は大変楽しく説得力があるものでした。 

仕事が楽しくなる秘訣としては、「何でもやっ
てみる」・「とにかくやってみる」・「自分なり
の付加価値をつける。」、「出会い」と「コミュ
ニケーション」を強調されました。  
 
 

1  本田前会長のご挨拶  

2  原田新会長のご挨拶  

3  平成 21 年技術士稲門会総会  



 
 

Ｖｏｌ．１ Ｎｏ．１ 発行日：２０１０年３月１日  発行者：技術士稲門会  会長 原田敬美 
 

2 

技 術 士 稲 門 会 会 報 ２０１０年３月１日発行 
 

 

 
波多野氏とその講演にうなずきながら聞き入
る参加者達 

総会・講演会終了後に、本田さんの送別会を兼
ねて 63 号館 1 階レストラン馬車道で懇親会を行
い、有意義に時間を共有して親睦を深めました。 
 

 
懇親会での本田前会長(右)と原田会長(左) 

 
 
 
 

【第 2 回「技術士への誘い」開催】  

 昨年から行っています技術士の生き方をお
知らせする会です。昨年は、これに受講して技術
士第一次試験にチャレンジし、合格されたからが
数名出ました。今後は、毎年企画して地道に続け
て行こうと考えています。今年は下記の日時、内
容で実施する予定です。皆様がたの周囲で該当者
がいれば、ぜひご紹介ください。なお、出身は早
稲田大学でなくとも自由に参加できます。 

日時：平成２２年４月１９日（月） 
１６：００～１８：００ 技術士の誘い(無料) 
１８：１５～（簡単な懇親会）：学生は無料 
場所：早稲田大学理工学術院 教室未定 
（構内に案内板を設置予定。3 末 HP で案内） 
 
【平成 22 年度総会５月開催へ】  

昨年まで１０月に行っていました総会を今年
から５月に開催することになりました。これは会
計報告や行事等の予定を早くご報告することを
考慮して変更するものです。今年は下記の日程で
行います。多数のご参加をお待ちしております。
なお、詳細は別途メール、はがきでお知らせする
予定です。 

日時：平成２２年５月２９日（土） 
１５：００～１７：００ 総会＆講演 
１７：１５～  懇親会 

第１号技術士稲門会の会報をお送りします。今
後徐々に充実させていく予定です。ご期待くださ
い。 

尚、当会のインターネットホームページは以下
です。適宜更新していますのでご参照ください。 
http://wasedape.sakura.ne.jp/ 

（“技術士稲門会”で検索して出てきます） 
電子メールアドレスがあり、当会メーリングリス
トに登録されていない方は上記ホームページを
参照し、電子メールアドレスをご連絡願います。 

4  会からのお知らせ（ 2 件）  

5  編集後記  


